
学発番 学19-025★

事業名：

日　時：

場　所：

主　題1：

講　師1：

主　題2：

講　師2：

参加数：

報告者：

　京都鞍馬口医療センターの徳永しほみ技師によりCase study 22を行いました。提示症例は

パルボウイルスB19感染により赤芽球ろうを発症した症例で、参加者は形態所見から疾患の

推測、追加検査の選択、結果の予想など「考える力」を磨くことが出来ました。滋賀医科大

学医学部附属病院の池本敏行先生には、「症例からフローサイトメトリ」として細胞表面

マーカー検査について症例を提示しながら病型分類、結果の解釈法、必要な追加検査など詳

しく解説いただきました。大変勉強となる有意義な講演会でした。共催：ベックマンコール

ター株式会社

研究講習事業報告

田辺　祐也（京都第二赤十字病院）

以下、講演内容など

徳永　しほみ（京都鞍馬口医療センター）

症例から学ぶフローサイトメトリー

池本　敏行（滋賀医科大学医学部附属病院）

総数：52名（京臨技会員：35名）

血液講演会（日臨技推進事業）

令和元年9月14日（土）　14:00～17：00

キャンパスプラザ京都　第一会議室

Case study　22


